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 下校時の交通指導で日頃からお世話に

なっている中西金属の皆様に、２月２０

日（月）の放課後、児童会の子どもたちが

感謝のメッセージを届けに行きました。 

中西金属の皆様には、令和２年の 10月

から毎週火曜日と木曜日の２回、下校時

に６カ所の交差点で従業員の方々が当番

を組んで、約１時間見守り活動を行って

いただいています。 

児童会の子どもたちが、会社を訪問し、

予め全校から集めたメッセージを模造紙に貼ったものを紹介し、感謝

の気持ちを伝えました。中西金属の皆様、本当にありがとうございま

す。本校の子どもたちのために、今後もよろしくお願いいたします。Ｑ

Ｒコードからメッセージ贈呈の様子をご覧ください。（約２０秒） 

 

本年度の卒業式の参加者については、津市教育委員会から「卒業生、保護者、教職

員（学校運営協議会委員を含む）」となっており、来賓の参加は遠慮をいただくこと

と、教育委員会事務局からの参加はないこと、及び在校生の参加については学校の規

模や現状に応じてとなっていますので、お知りおきください。

まめな母が残してくれた私の小さな頃のアルバムに、小学校卒業式の写真がありま

す。体育館に入場してくる自分。校門前で友だちと卒業証書の筒を持って笑っている

自分。担任の先生の横に並んで恥ずかしそうにしている自分。この歳になって幼い頃

の自分の写真を見ていると、当時母がどんな気持ちでシャッターを押していたのかが

伝わってきます。母は我が子の人生の節目を、シャッターをきりながら心に刻んでく

れていたのでしょう。他界してもう５年経ちますが、母を想うとき、自分は子どもに

もどります。 

今年度の卒業式は、３年ぶりにマスクを外すことが基本となりました。とは言え、

まだまだ心理的には抵抗を感じている子どももいることでしょう。マスクの着脱につ

いては、ていねいな指導とご家庭のご協力が必要となってきます。小学校生活で最後

の思い出となる節目の日。私的には、せめてシャッターチャンスだけでもみんなマス

クを外すことができればなと思っています。 
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